
家庭数配布 
 

 

薄味
うすあじ

でおいしく食
た

べられるようになります 

 食品
しょくひん

それぞれのおいしさが、 

よりわかるようになります。 

消化
しょうか

を助
たす

ける 

食べ物
た   もの

を細
こま

かくすると同時
どうじ

に、だ液
えき

を

たくさん出
だ

して、消化
しょうか

を助
たす

けます。 

 

 

令 和 ３ 年 ５ 月 ３ １ 日 

北 区 立 浮 間 小 学 校 

校 長 宮﨑 史隆 

栄養士 坂本 佳世子 

    戸塚 希美 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月
がつ

４日
よ っ か

～１０
と お

日
か

は「歯
は

と口
くち

の健康
けんこう

週間
しゅうかん

」です。皆
みな

さんはいつもよく噛
か

んで

食
た

べていますか？「よくかむこと」は、歯
は

と口
くち

や身体
か ら だ

の健康
けんこう

にとって良
よ

いこと

がたくさんあります。給 食
きゅうしょく

もいつもより多
おお

くかんで食
た

べてみてください。 

 

 

 

 

 

 

よくかんで食
た

べるためには・・・ 
 

 

 

 

 

 

 

6月
がつ

は食育
しょくいく

月間
げっかん

です。「食
た

べる」こと

は生
い

きる上
うえ

で基本
き ほ ん

となります。「食
た

べる」

経験
けいけん

を通
つう

じていろいろなことを学
まな

ぶこと

ができます。給 食
きゅうしょく

では旬
しゅん

の食材
しょくざい

を使
つか

った献立
こんだて

の他
ほか

に、日本
にっぽん

各地
か く ち

の郷土
きょうど

料理
りょうり

や

世界
せ か い

の料理
りょうり

を取
と

り入
い

れています。さまざ

まな料理
りょうり

と接
せっ

し、食
しょく

に興味
きょうみ

・関心
かんしん

をもってほしいと思
おも

います。当日
とうじつ

教室
きょうしつ

に配
くば

る「きょう

のこんだて」では、料理
りょうり

や食材
しょくざい

の紹介
しょうかい

をしているのでぜひ読
よ

んでみてくださいね。 

 

手
て

洗
あら

いは衛生的
えいせいてき

な食事
しょくじ

ための第一歩
だいいっぽ

です。洗
あら

った手
て

を洋
よう

服
ふく

で拭
ふ

いたり、ぬれた手
て

をそ 

のままにしたりしている人
ひと

はいませんか？日々
ひ び

の手
て

洗
あら

いの仕方
し か た

を見直
み な お

してみましょう。 

さくらんぼ  旬
しゅん

の食
た

べ物
もの

からクイズです。 

Ｑ.さくらんぼはバラ科
か

ですが、バラ科
か

の仲間
な か ま

はどれでしょう。 

①メロン 

②いちご 

③かき                答
こた

えは下
した

にあります。 

豆
まめ

知識
ちしき

：さくらんぼは、5月
がつ

から 7月
がつ

が旬
しゅん

の果物
くだもの

です。北海道
ほっかいどう

、青森
あおもり

、山形
やまがた

、山梨
やまなし

などで 

栽培
さいばい

され、主
しゅ

産地
さんち

の山形県
やまがたけん

での生産量
せいさんりょう

は 70％以上
いじょう

を占
し

めています。 

食
た

べ過
す

ぎによる肥満
ひ ま ん

の予防
よ ぼ う

 

 よくかむと、脳
のう

が刺激
しげき

されて満腹感
まんぷくかん

を早
はや

く感
かん

じ、食
た

べ過
す

ぎを防
ふせ

ぐことができます。 

 

歯
は

ならびをよくしてむし歯
ば

を防
ふせ

ぎます 

 よくかむことであごが発達
はったつ

し、 

歯
は

ならびがよくなります。 

６月
がつ

に入
はい

り、梅雨
つ ゆ

の季節
きせつ

になります。この季節
きせつ

は、ジメジメと蒸
む

し暑
あつ

くなる日
ひ

や肌寒
はだざむ

い日
ひ

など気温
き お ん

の変化
へ ん か

が激
はげ

しく、体 調
たいちょう

を崩
くず

しやすくなります。規則正
きそくただ

しい生活
せいかつ

を心
こころ

がけ、

元気
げんき

に過
す

ごしましょう。 

 

 

 

 

 

 

よくかんで食
た

べましょう 
 

 

 

自分
じぶん

に合
あ

った大
おお

きさの箸
はし

やスプーンなどで、

少
すこ

しずつ口
くち

に運
はこ

びましょう。 

 

飲
の

み物
もの

や汁物
しるもの

と一緒
いっしょ

に口
くち

の中
なか

のものを 

流
なが

し込
こ

まないようにしましょう。 

 

 

A.② そのほかにりんご、なし、もも、うめなどもバラ科
か

です。 

 


